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【Ⅰ】 「Still Moving ‒On the Terrace」 
　　　（京都市立芸術大学ギャラリー＠ KCUA　 
















Still Moving-On the Terraceは、崇仁学区を主な発表会












“What is Situation Design?”
Kyoto City University of Arts Faculty of Arts Concept and Media Planning
Satoru Takahashi 高橋　　悟
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テーマ 1　物質： 「Transferring Matter: 創造的アーカイブ」
テーマ 2　生命： 「Tracing Life: 生存の技法 ケア×アート」
テーマ 3　社会： 「 Trading Communities: 制度を使った
多文化共生」



















の総数は 1000 名を超えた。ここでは、その中から 2つの
事業について紹介する事にする。
◇「 リサーチプログラム：Around the Terrace / 芸術と大学
の設計」





















57.FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS  BULLETIN Vol.61
A班： 相馬 x山本　（ 大学のオルタナティブとしての中間
組織の可能性）
B班： 田中 x藤田　（ 芸術大学と未来のアーティスト像：
TERRACE ）























◇「Tracing Life 成果発表：ラップ xケア xアート」
























58. BULLETIN Vol.61  FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS
る。その事に異論はないが、障害者の表現を既存の芸術
の価値基準で評価する事で神話化したり、自律や健常へ
の方向付けがなされる事には違和感がある。敢えて言う
なら、「脱̶健常」へのベクトルが必要だろう。ケアとい
う命に近い場で、当事者とヒップホップとアートが出会
う事は、当事者の世界を説明する事ではなく、ヒトやアー
トと社会の関係を多元化する事にある。12月17日の当日
は、ワークショップ記録映画の上映や、たんぽぽの家の
方々、参加者、shing02 との共演ライブが行われた。それ
は、対話やコミュニケーションというよりは、異なる感
性、時間の感覚が織りなす「生の縺れ」の現場であった
ように思う。
註
注－1「構想設計 1970-1995」卒業生からの報告　p87
注－2「 状況のアーキテクチャー：拡張された場に於ける
アートマネージメント」募集案内より
